
計画策定／啓発・普及／  実践活動 
生態系保全／水質保全／景観・生活環境／水田貯留／  資源循環 

 有機性資源のたい肥化 ／間伐材を利用した防護柵の管理／農業用水の反復利用／小水力発電施設の管理

５．資源循環に関する項目 

（１）有機性資源のたい肥化 

 

 
 
 
 

・ 資源の循環を推進するために、家庭からの生ゴミ等を収集し、たい肥化を図る

こと。 

・ 資源の循環を推進するために、農業集落排水施設から発生する汚泥を収集し、

たい肥化を図ること。 

【活動のねらい】 

農村で発生する有機物資源を有効に利用するため、家庭からの生ごみ等や農業集落排水施設

から発生する汚泥をたい肥化することにより、資源の循環を推進することが大切です。 

 

【活動内容】 

 

（１）生ごみ等の有機性資源のたい肥化 

生ごみは、排水がよく、日当たりのよい場所に収集したい肥化します。 

生ごみの水分をよく切り、悪臭や害虫の発生を抑制します。適宜混ぜて空気を入れること

により発酵が促進されます。ガラス、プラスチック、貝、油、水、ティーバック等は投入し

ないで下さい。臭いがしなくなれば完成です。蛆虫や羽虫退治には、消石灰か石灰窒素を使

用します。 

 

（２）汚泥のたい肥化 

汚泥は、下水処理場や集落排水施設等で主に発生し

ますので、汚泥はこれらの施設から収集することにな

ります。しかし、下水に重金属が混入していますと汚

泥に重金属が蓄積されますので、そのような汚泥をた

い肥にして作物に施用することは、絶対に避けるよう

にします。汚泥の収集に際して、処理施設の責任者に

重金属の混入の有無を必ず確認してください。また、

汚泥を収集し、たい肥として利用する際には、「廃棄

物の処理及び清掃に関する法律」や「肥料取締法」が

関係してきますので、まず市町村へ相談してください。 

たい肥化プラント 

 

 （３）刈り草等のたい肥化 

1 ヶ所に集め、積み重ねていくだけでも時間が経てば

たい肥になりますが、水分が過剰になると、嫌気性微生

物が増殖し、良好なたい肥とはならないため、好気性微

生物が増えるような条件を整えることが大切です。 

汚泥をおが屑にまぜたたい肥
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たい肥→もみがらやワラ（もしくは枯草）→土→たい肥→の順に積み重ね、途中に発酵材にぬ
か、油粕、石灰窒素等をはさむ方法があり、１日程度日に当てて、余分な水分を飛ばすようにし

て下さい。積みあがったら、上からブルーシートをかけて余分な雨がしみこまないようにするこ

とも必要です。３週間おきくらいに切り返し（撹拌作業）をすれば、もっとよいたい肥となりま

す。 

 

【有機性資源のたい肥化】 

 

～活動例～ 

 

・活動内容 

家庭からの生ごみ、畜産業からの牛糞及び稲作からの籾殻の 3 種類の資源を混合

してたい肥化しています。生ごみの回収は住民が中心となったＮＰＯ法人が実施し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆肥プラント 
たい肥プラントの外観 

 

・活動時期 

通年 

・参加者 

地域住民 
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